
国際がん研究機関（IARC）による発がん性の分類

【事例１】加工肉・レッドミートの危険度（リスク）②
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グループ 説 明

１ ヒトへの発がん性の十分な証拠がある

２A ヒトへの発がん性は限られた証拠しかないが、
実験動物の発がん性は十分な証拠がある

２B  ヒトへの発がん性は限られた証拠があるが、
実験動物では十分な証拠がない

 ヒトへの発がん性は不十分な証拠しかない、
または、証拠はないが、実験動物の発がん
性は十分な証拠がある

３  ヒトへの発がん性は不十分な証拠しかなく、
実験動物でも不十分または限られた証拠し
かない

 他のグループに分類できない

４ ヒトへの発がん性がないことを示す証拠があ
り、かつ実験動物でも発がん性がないことを
示す証拠がある

IARC
 国際がん研究機関
世界保健機関（WHO）の一機関
で､発がん状況の監視､発がん原
因の特定､発がん性物質のメカ
ニズムの解明､発がん制御の科
学的戦略の確立を目的として活
動。

International Agency for 

Research on Cancer

IARCの｢発がん性分類｣

 人に対する発がん性に関する様
々な物質･要因を評価し、5段階
に分類

 IARCによる発がん性の分類は、
人に対する発がん性があるかど
うかの「根拠の強さ」を示す。
物質の発がん性の強さや暴露量
に基づくリスクの大きさを示す
ものではない。


